
受
け
る
継
娘
と
ピ
ッ
チ
（
コ
ー
ル
タ
ー
ル
）

グ
リ
ム
兄
弟
が
収
集
刊
行
し
た
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ

キ

ン

ダ

ー

ウ

ン

ト

ハ

ウ

ス

メ

ル

ヒ

ェ

ン

ン
集
』
(
K
i
n
d
e
r,
 
u
n
d
 H
a
u
s
m
a
r
c
h
e
n
、
以
下
K
H
M
あ
る
い
は
『
グ
リ

ム
童
話
』
と
略
記
）
第
一
三
番
(
K
H
M
1
3
)
に
は
、
「
森
の
中
の
三
人
の

(
2
)
 

小
人
」
と
い
う
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
半
は
、
美
し
い
継
娘
（
主
人

公
）
が
継
母
の
命
令
で
冬
の
森
へ
苺
摘
み
に
行
か
さ
れ
、
そ
の
森
の
中
で

、

ウ

レ

メ

ン

ピ

ェ

ン

三
人
の
小
人
(
H
a
u
l
e
m
a
n
n
c
h
e
n
)
の
住
む
家
に
た
ど
り
着
き
、
小
人
に

親
切
に
接
し
た
こ
と
で
、
口
か
ら
飛
び
出
す
金
貨
や
国
王
と
の
結
婚
と
い

っ
た
宰
運
を
彼
ら
か
ら
授
け
ら
れ
る
話
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
小
人
の
家

に
た
ど
り
着
い
た
継
母
の
醜
い
実
娘
の
方
は
、
小
人
た
ち
に
不
親
切
だ
っ

た
た
め
、
口
か
ら
飛
び
出
す
蛙
や
不
幸
な
運
命
な
ど
が
授
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
K
H
M
2
4
「
ホ
レ
お
ば
さ
ん
」
の
、
黄
金
の
雨
を

の
雨
を
受
け
る
実
娘
の
話
と

は
じ
め
に

大
変
よ
く
似
て
い
る
。
後
半
で
は
、
国
王
に
見
初
め
ら
れ
凄
と
な
り
男
子

を
産
ん
だ
継
娘
が
、
嫉
妬
に
か
ら
れ
た
継
母
と
そ
の
醜
い
娘
に
殺
さ
れ
て

し
ま
い
、
そ
の
醜
い
娘
（
姉
か
妹
か
は
定
か
で
は
な
い
）
が
継
娘

(11
王

妃
）
と
す
り
替
わ
る
。
最
初
は
蝙
さ
れ
て
し
ま
う
国
王
だ
が
、
殺
さ
れ
た

妃
が
鴨
の
姿
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
妃
を
元
の
姿
に
も

ど
し
、
継
楊
と
そ
の
実
娘
を
処
罰
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
K
H
M
l
l

「
兄
妹
」
の
後
半
部
分
に
も
酷
似
し
た
展
開
で
あ
る
。

森
で
小
人
と
い
う
不
思
議
な
生
き
物
と
接
触
し
、
運
命
が
決
定
さ
れ
る

前
半
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
死
者
が
鳥
（
鴨
）
の
姿
と
な

っ
て
出
現
し
、
最
終
的
に
は
再
生
す
る
と
い
う
後
半
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、

特
に
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
他
界
観
（
あ
る
い
は
異
界
観
）
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
、
兄
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
記
し
た
神
話
研
究
書
『
ド

ミ

ト

ロ

ギ

ー

イ
ツ
神
話
学
』
(
D
e
u
t
s
c
h
e
Mythologie, 
1
8
3
5
、
以
下
D
M
と
略
記
）

を
て
が
か
り
に
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
の
古
層
に
流
れ
る
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
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死
生
観
を
考
え
る
。

一
、
冥
府
訪
問
朦

ス
イ
ス
の
伝
承
文
学
研
究
者
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
は
、
「
地
下
世

界
」
、
「
天
上
世
界
」
、
「
遠
方
世
界
」
の
い
ず
れ
も
、
あ
ち
ら
側
の
世
界
11

異
界
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
主
人
公
は
、
あ
ち
ら

側
を
旅
し
た
後
、
そ
れ
が
元
の
家
で
あ
れ
、
配
偶
者
の
国
で
あ
れ
、
も
と

の
こ
ち
ら
側
つ
ま
り
現
世
的
世
界
へ
と
帰
還
す
る
と
指
摘
す
る
。
「
あ
ち
ら

イ
ェ
ー
ン
ザ
イ
ツ

側」

(
J
e
n
s
e
i
t
s
)

と
は
本
来
、
「
彼
岸
」
同
様
「
死
」
で
も
っ
て
こ
の
世
11

「
此
岸
」
と
分
か
た
れ
た
「
死
者
の
世
界
」
、
す
な
わ
ち
、
一
度
行
っ
た
ら

も
う
後
戻
り
出
来
な
い
惟
界
の
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の

主
人
公
は
、
そ
の
あ
ち
ら
側
の
世
界
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
銀
難
辛
苦
を
乗
り

越
え
帰
還
す
る
た
め
、
彼
ら
を
、
一
定
期
間
あ
ち
ら
側

(11
死
者
の
世
界

あ
る
い
は
冥
府
）
を
旅
し
た
者
、
つ
ま
り
「
一
時
的
な
死
を
体
験
し
た
生

者
」
と
見
な
し
う
る
。

さ
て
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム

『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教

改
宗
後
の
世
界
観
と
そ
れ
以
前
の
古
い
、
神
話
的
（
あ
る
い
は
自
然
信
仰

的
、
異
教
的
）
世
界
観
を
区
別
し
、
そ
の
異
教
的
古
代
に
お
け
る
死
生
観

に
つ
い
て
、
死
に
行
く
者
は
、
自
分
の
誕
生
の
際
に
抜
け
出
た
神
の
懐
へ
、

子
ど
も
は
父
の
懐
へ
回
帰
す
る
表
象
を
持
つ
と
い
う

(
D
M
.
2
,
S
.
7
0
0
)
。

異
教
徒
に
と
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
も
「
死
ぬ
」
と
は
、
神
の

御
許
へ
赴
く
、
神
の
安
息
と
平
穏
へ
と
入
る
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

「
埋
葬
さ
れ
る
」
と
は
ま
た
、
母
の
懐
へ
落
ち
る
、
母
と
父
が
自
分
た
ち
の

子
ど
も
を
抱
き
上
げ
る
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
D
M
.
2
,

S
.
7
0
0
)
。
こ
の
よ
う
な
慣
用
表
現
あ
る
い
は
詩
的
表
現
の
中
に
、
想
起
す

べ
き
祖
先
た
ち
の
異
教
的
古
代
が
残
存
し
て
い
る
と
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ

ム
は
考
え
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
神
話
学
」
に
よ
れ
ば
、
死
に
よ
っ
て
「
肉
体
と
い
う
鎖
か
ら
解

放
さ
れ
た
魂
」
が
、
「
軽
や
か
で
精
霊
の
よ
う
な
存
在
」
に
似
て
お
り
、
よ

く
「
あ
る
特
定
の
姿
を
と
り
、
そ
の
形
姿
に
魂
は
一
定
期
間
留
ま
る
こ
と

を
強
い
ら
れ
る
」
と
い
う
。
こ
の
「
あ
る
特
定
の
姿
」
と
し
て
、
「
二
つ
の

優
美
な
形
象
」
が
例
に
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
肉
体
か
ら
逃
れ
出
る

魂
が
「
花
と
な
っ
て
咲
く
場
合
」
と
、
「
鳥
と
し
て
飛
び
立
つ
場
合
」
と
で

あ
る

(
D
M
.
2

`
 
S
.
6
8
9
)
。
特
に
後
者
の
「
魂
（
の
化
身
）
と
し
て
の
鳥
」

に
つ
い
て
は
、
「
死
に
か
け
た
者
の
口
か
ら
逃
げ
出
す
鳥
」
、
す
な
わ
ち
、

口
か
ら
出
て
く
る
鳥
の
形
を
し
た
魂
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
D
M
.
2

`
 

S
.
6
9
1
)
。
士
口
い
苗
奎
亡
心
に
よ
く
鳩
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
り
、
そ
の
鳩
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
精
神
（
精
霊
）
と
よ
り
緊
密
に
関

連
付
け
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
人
に
お
い
て
は
、
「
眠

り
」
と
い
う
も
の
が
「
死
」
あ
る
い
は
「
一
時
的
な
死
」
と
同
一
視
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
魂
の
化
身
で
あ
る
鳥
や
動
物
が
、
眠
っ
て
い
る
間
に

口
か
ら
抜
け
出
る
と
い
う
話
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
同
じ
く
収
集
刊
行
し
た
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』

イ

チ

ェ

ザ

ー

ゲ

ン

(
D
e
u
t
s
c
h
e
 S
a
g
e
n
,
 1
8
1
6ー
1
8
)
~四
二
八
番
（
第
二
版
以
降
四
三
三

二
、
肉
体
を
抜
け
出
る
魂
の
か
た
ち
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さ
て
、
死
後
鳥
に
な
る
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
K
H
M
1
3
「
森
の
中
の

三
人
の
小
人
」
の
ほ
か
に
も
、
K
H
M
l
l
「
兄
妹
」
に
も
表
れ
る
こ
と
は
先

に
も
述
べ
た
。
悪
い
魔
女
で
あ
る
継
母
か
ら
森
の
中
へ
と
逃
れ
た
兄
妹
の

兄
は
、
魔
法
に
か
か
っ
た
泉
の
水
を
飲
ん
で
鹿
の
姿
と
な
る
。
妹
が
そ
の

そ
ば
で
世
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
狩
り
に
き
た
王
に
見
初
め
ら
れ
て
結

婚
し
子
ど
も
を
も
う
け
る
が
、
継
母
の
策
略
に
よ
り
殺
さ
れ
、
死
後
鳥
の

姿
を
と
っ
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
K
H
M
1
3
5
「
黒

い
花
嫁
白
い
花
嫁
」
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
『
ド
イ
ツ
迷
信
辞
典
』
に
よ
れ

ば
、
鴨
と
は
元
来
魔
女
に
つ
き
従
う
動
物
と
さ
れ
、
死
者
の
生
ま
れ
変
わ

(7) 

り
で
あ
る
と
も
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
『
メ
ル
ヒ
ェ
ン
百
科

辞
典
」
に
は
、
「
死
者
の
灰
か
ら
蘇
生
し
た
魂
の
鳥
と
し
て
、
と
き
お
り
バ

l-
、
死
者
の
化
身
と
し
て
の
鳥

番
）
「
眠
る
王
」
で
は
、
木
陰
で
眠
る
フ
ラ
ン
ク
王
グ
ン
ト
ラ
ム
の
口
か

ら
、
小
さ
な
動
物
が
蛇
の
よ
う
に
身
を
く
ね
ら
せ
て
這
い
出
す
の
を
、
近

く
に
い
た
家
来
が
目
撃
す
る
。
そ
の
動
物
が
王
の
口
の
中
に
戻
る
と
王
が

目
を
覚
ま
す
の
だ
が
、
そ
の
動
物
が
外
で
経
験
し
た
こ
と
を
、
王
は
夢
で

見
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
死
ぬ
と
口
か
ら
ネ
ズ
ミ
が
飛
び
出
す
モ
テ

ィ
ー
フ
は
、
ド
イ
ツ
文
学
の
伝
統
の
な
か
で
は
、
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス

ト
』
第
一
部
「
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」
で
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
踊
っ
て
い

た
魔
女
の
口
か
ら
、
赤
い
鼠
が
飛
び
出
す
描
写
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

眠
っ
て
い
る
魔
女
の
口
か
ら
赤
い
鼠
が
飛
び
出
す
と
い
う
言
い
伝
え
に
基

づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ル
ト
海
沿
岸
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
鴨
が
登
場
し
、
自
分
を
探
す
兄
に
、
魔
法

を
使
う
継
母
に
自
分
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
暴
露
す
る
」
こ
と
が
指
摘
さ

(8) 

れ
て
い
る
(
A
T
U
4
5
2
c
「
鴨
と
し
て
の
姉
妹
」
型
）
。
ま
た
、
ヤ
ー
コ
プ
・

グ
リ
ム
は
「
ド
イ
ツ
神
話
学
』
に
お
い
て
、
鴨
だ
け
で
な
く
幾
種
類
か
の

鳥
名
を
挙
げ
つ
つ
、
人
は
死
後
鳥
の
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
古
代
ド

イ
ツ
（
ゲ
ル
マ
ン
）
で
の
信
仰
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
(
D
M
.
2
,
S.691)。

こ
の
「
人
は
死
後
鳥
に
な
る
」
と
い
う
民
間
信
仰
の
名
残
が
、
K
H
M
1
3
な

ど
の
死
後
鴨
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
の
リ
ュ
ー

テ
ィ
の
解
釈
を
借
り
れ
ば
、
そ
の
鳥
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
や
行
為
を
経

て
再
び
人
間
の
姿
を
獲
得
し
、
こ
ち
ら
側
の
世
界
へ
と
い
わ
ば
帰
還
す
る

と
い
う
冥
府
訪
問
諏
の
構
造
を
も
兼
ね
備
え
て
い
る
の
が
、
『
グ
リ
ム
童

話
』
の
特
性
の
一
っ
と
い
え
よ
う
。

『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
に
は
、
異
教
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
信
仰
と
し
て
、
「
魂
は

鳥
と
し
て
死
者
の
口
か
ら
漂
い
出
て
、
死
体
が
焼
か
れ
る
ま
で
の
間
木
々

の
上
を
さ
ま
よ
い
、
そ
う
し
て
魂
は
安
寧
を
得
る
」
と
い
う
記
述
が
見
ら

れ
る
(
D
M
.
2
,
S
.
6
9
1
)
。
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
リ
ト
ア
ニ
ア
人
は
、

天
の
川
を
「
鳥
た
ち
の
道
」
す
な
わ
ち
「
魂
の
道
」
と
呼
ぶ
と
い
う
(
D
M
.
2
`
 

S
.
6
9
2
)
。
さ
ら
に
ア
ラ
ブ
で
は
、
あ
る
殺
さ
れ
た
者
の
血
か
ら
嘆
き
悲
し

む
（
訴
え
る
）
鳥
が
生
成
し
、
そ
の
鳥
が
、
死
者
の
た
め
に
復
讐
が
成
し

遂
げ
ら
れ
る
ま
で
墓
の
ま
わ
り
を
飛
ぶ
と
い
う
。
ま
た
、
あ
る
ギ
リ
シ
ャ

お
わ
り
に
ー
翼
を
も
っ
た
魂
ー
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【注】
(
I
)

兄
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム

〔
一
七
八
五
ー
一
八
六
三
年
〕
と
、
弟
ヴ
ィ

め
ら
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
民
間
伝
承
は
、
魂
は
翼
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
出
現
す
る
と
伝
え
る

(
D
M
.
2
,
 S.692)
。
こ
の
化
身
あ
る
い
は
変
身
と
い
う
現
象
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
と
し
て
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
「
蝶
の
方
が
鳥
よ
り
も
理
解
し
や
す

い
」
と
も
見
な
し
て
い
る

(
D
M
.
2
,
S.692)
。
す
な
わ
ち
、
「
成
虫
が
幼
虫

か
ら
変
化
す
る
の
は
、
魂
が
死
体
か
ら
変
化
し
乖
離
す
る
の
と
同
じ
」
だ

か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
バ
ス
ク
の
哀
れ
な
魂
は
、
鬼
火
の
よ

う
な
、
妖
精
的
な
存
在
と
し
て
の
「
蝶
」
に
な
る
の
だ
そ
う
だ

(
D
M
.
2
`
 

S.692)
。
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
に
よ
る
例
示
は
限
り
な
く
続
く
の
だ
が
、

羽
根
を
持
ち
飛
翔
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
類
縁
性
が
、
魂
の
化
身
た
る

蝶
と
鳥
の
間
に
は
見
受
け
ら
る
。
特
に
蝶
な
ど
の
羽
化
現
象
と
い
う
生
命

連
続
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
死
と
再
生
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
見
な
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
興
味
深
い
。
こ
こ
に
は
、
屍
か
ら
脱
皮
し
て
次
の
生
を
羽
ば
た
い
て

ほ
し
い
と
い
う
、
グ
リ
ム
の
死
者
へ
の
再
生
の
祈
り
の
よ
う
な
も
の
が
込

【
追
記
】
本
稿
は
、
「
ア
ジ
ア
遊
学
〔
特
集
;
古
代
世
界
の
霊
魂
観
〕
」

八
号
(
-
四
八
ー
一
五
九
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
論
「
死
者
へ
の
祈
り
と

し
て
の
グ
リ
ム
童
話
ー
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
を
て
が

か
り
に
ー
」
（
勉
誠
出
版
、
二

0
0
九
年
―
二
月
一
六
日
）
の
一
部
に
加
筆

を
施
し
、
新
た
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム

ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
／
ウ
ー
タ
ー
（
頭
文
字
を
と

り
A
T
U
と
略
記
）
の
『
国
際
的
な
昔
話
の
タ
イ
プ
』
(
T
h
e
T
y
p
e
s
 of 

International Folktales)
の
A
T
U
4
0
3
「
白
い
花
嫁
と
黒
い
花
嫁
」

型
に
分
類
さ
れ
る
、
継
子
い
じ
め
の
典
型
的
な
話
の
―
つ
で
あ
る
。

A
T
U
と
は
、
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
と
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の

話
型
分
類
A
T
(Antti A
_
a
r
n
e
 u. 
Stith I
_
h
o
m
p
s
o
n
:
 T
h
e
 T
y
p
e
s
 

of t
h
e
 Folktale (
F
F
C
.
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Helsinki 1964.)
の、

ェ
ル
ク
・
ウ
ー
タ
ー
に
よ
る
改
訂
版
の
こ
と
で
あ
る
。
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2
4
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T
U
4
8
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「
親
切
な
娘
と
不
親
切
な
娘
」
型
の
話
で
あ

M
a
x
 Luthi: 
Diesseits ,
 un
d
 J
 enseitswelt i
m
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a
r
c
h
e
n
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J
o
r
g
e
n
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a
n
n
i
n
g
(
H
r
s
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:
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i
e
 W
e
l
t
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m
 M
a
r
c
h
e
n
.
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a
s
s
e
l
 

1
9
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拙
書
『
黒
い
森
の
グ
リ
ム
ー
ド
イ
ツ
的
な
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
（
普
及

版
）
』
、
郁
文
堂
、
二

0
1
0
年
、
七
九
頁
参
照
の
こ
と
。

竹
原
威
滋
「
グ
リ
ム
童
話
の
中
の
伝
承
歌
謡
ー
「
ね
ず
の
木
の
話
』

を
め
ぐ
っ
て
ー
」
、
日
本
歌
謡
学
会
編
「
日
本
歌
謡
研
究
」
第
四
五

号
（
二

0
0
五
年
）
、
三
ニ
ー
五
二
頁
参
照
の
こ
と
。
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る。 こ
の
話
は
、

〔
一
七
八
六
ー
一
八
五
九
年
〕
。
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